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2009年秋季年会では、ACA相関器の相関出力部の改修を報告したが、この改修により、分光パラメータに影
響されない安定したデータ出力が行われるようになった事が富士通試験により確認された。この結果を受け、天
文台による ACA 相関器システム全体の機能及び性能確認試験を開始している。例えば、16アンテナ毎両偏波毎
に異なるノイズデータを計算機上で作成して入力し、簡単な設定 (全帯域を均等の周波数分解能で分光、遅延追尾
無し、位相スイッチング無し)で相関処理を行うという基本的な試験を行った。試験の結果、全自己及び相互相関
(16素子及び 120基線分)の結果がACA相関器シミュレータと bit単位で完全に一致している事が確認され、ACA
相関器の 1M点 FFT、4-bit再量子化、相関乗算、時間及び周波数方向積分という基本機能が天文台の設計通りに
機能している事、データの入力から出力までの流れが正しい事が検証出来ている。
動的な処理 (遅延補正、位相スイッチ等)の確認、長時間連続でのデータ処理の安定性の確認、アナログノイズ

の長時間積分試験も予定しており、年会ではこれらの結果も含めたACA相関器システム全体の機能及び性能試験
結果を報告する予定である。


